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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　建て替え対象となる既存の橋脚を挟み込むように、橋軸方向両側に新規橋脚を一つずつ

建て、それらの新規橋脚によって橋梁の上部構造が支持される状態とした後、前記既存の

橋脚を撤去することを特徴とする橋脚の建て替え方法。

【請求項２】

　前記既存の橋脚、及び、前記新規橋脚が、いずれもラケット型の橋脚であることを特徴

とする、請求項１に記載の橋脚の建て替え方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、道路橋等の橋梁の上部構造（主桁、主構、床版等）を支持する既存の橋脚を

、新規のものに建て替えるための工法に関し、特に、橋梁の上部構造を架け替えることな

く、橋脚のみを建て替える方法に関する。

【背景技術】

【０００２】

　既存の橋梁において、橋脚が老朽化した場合や、事後的に耐震性能を向上させる必要が

生じたような場合、或いは、道路を拡幅しようとする場合において、既存の橋脚では対応

できないような場合に、橋梁自体を架け替えるのではなく、橋脚のみを、新規のものに建

て替えるという工事が実施されている。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

　 橋 脚 の 建 て 替 え 工 事 を 行 う 場 合 、 ま ず 、 建 て 替 え の 対 象 と な る 既 存 の 橋 脚 に 近 接 し た 位

置 に 、 当 該 橋 脚 の 代 わ り に 橋 梁 の 上 部 構 造 を 支 持 す る た め の 仮 設 ベ ン ト を 構 築 す る 。 次 に

、 仮 設 ベ ン ト に よ っ て 橋 梁 の 上 部 構 造 を 支 持 で き る よ う な 状 態 と し た う え で 、 当 該 既 存 の

橋 脚 を 解 体 し 、 撤 去 す る 。 そ し て 、 同 じ 場 所 に 新 た に 橋 脚 を 建 設 し 、 橋 梁 の 上 部 構 造 を 、

そ の 新 た に 建 設 し た 橋 脚 に 支 持 さ せ 、 そ の 後 、 仮 設 ベ ン ト を 解 体 し 、 撤 去 す る 。

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ２ １ ４ １ ６ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 の よ う な 従 来 方 法 に よ る 場 合 、 最 終 的 に 仮 設 ベ ン ト を 撤 去 す る 必 要

が あ る な ど 、 工 程 数 が 多 く 、 短 期 間 で 施 工 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 こ の た

め 、 よ り 短 期 間 、 低 コ ス ト で 実 施 で き 、 施 工 時 の 地 震 時 リ ス ク 回 避 が で き る 施 工 方 法 が 従

来 よ り 求 め ら れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 特 に 、 な る べ く 通 行 止 め と せ ず に 、 一 般 車 両 を 通 行 さ せ な が ら 建 て 替 え 工 事 を 行 お う と

す る 場 合 、 仮 設 ベ ン ト の 性 能 （ 耐 震 性 、 安 全 性 等 ） や 、 基 礎 の 構 造 に つ い て も 、 永 久 構 造

物 と 同 等 と す る 必 要 が あ る た め 、 一 般 的 な 仮 設 構 造 物 に 比 べ 、 非 常 に コ ス ト 高 と な る 。 ま

た 、 仮 受 け を す る 支 承 が 永 久 構 造 物 と 同 等 の コ ス ト と な り 、 工 事 後 は 売 却 、 或 い は 、 全 損

と な る 。 更 に 、 仮 設 ベ ン ト を 設 置 す る 際 と 撤 去 す る 際 に は 、 多 少 な り と も 通 行 止 め を 行 わ

な け れ ば な ら ず 、 交 通 渋 滞 を 招 き 、 渋 滞 社 会 的 損 失 が 大 き い 。 ま た 、 仮 設 ベ ン ト の 占 用 面

積 が 大 き く 、 高 架 橋 の 下 に 街 路 が あ る 場 合 に は 、 街 路 の 交 通 規 制 の 期 間 が 長 く 、 渋 滞 社 会

的 損 失 が 大 き い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 尚 、 橋 脚 に は 様 々 な タ イ プ の も の が あ り 、 Ｔ 字 形 状 を し た 一 般 的 な タ イ プ の 橋 脚 の ほ か

、 上 部 構 造 を 上 下 ２ 層 に 支 持 す る 、 「 ラ ケ ッ ト 型 」 と 呼 ば れ る 橋 脚 も 存 在 し て い る が （ 図

１ 参 照 ） 、 ラ ケ ッ ト 型 の 橋 脚 の 場 合 、 上 層 の 上 部 構 造 を 支 持 す る た め 仮 設 ベ ン ト が 大 掛 か

り と な り 、 占 用 面 積 が 大 き く な っ て し ま う た め 、 一 般 車 両 を 通 行 さ せ な が ら 建 て 替 え 工 事

を 行 う こ と は 非 常 に 困 難 で あ る 。 従 っ て 、 ラ ケ ッ ト 型 の 橋 脚 に 関 し て 建 て 替 え 工 事 が 行 わ

れ た と い う 事 例 は 過 去 に 存 在 し な い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ っ て 、 ベ ン ト （ 上 部 構

造 を 支 持 す る 構 造 物 ） を 安 全 性 が 高 く 、 安 価 な も の と す る こ と が で き 、 工 事 に 伴 う 交 通 規

制 （ 通 行 止 め 、 車 線 規 制 ） を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 建 設 副 産 物 、 廃 材 を 少 な く す る

こ と が で き る ほ か 、 常 設 の 仮 設 構 造 物 の 占 用 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き る 橋 脚 の 建 て 替

え 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 は 、 建 て 替 え 対 象 と な る 既 存 の 橋 脚 を 挟 み 込 む よ う に 、 橋

軸 方 向 両 側 に 新 規 橋 脚 を 一 つ ず つ 建 て 、 そ れ ら の 新 規 橋 脚 に よ っ て 橋 梁 の 上 部 構 造 が 支 持

さ れ る 状 態 と し た 後 、 前 記 既 存 の 橋 脚 を 撤 去 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 尚 、 こ の 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 は 、 特 に 、 上 部 構 造 を 上 下 ２ 層 に 支 持 す る ラ ケ ッ ト 型 の 橋

脚 を 対 象 と す る 建 て 替 え 工 事 に お い て 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 に よ れ ば 、 従 来 方 法 と 比 べ 、 短 期 間 で 施 工 す る こ と が で き

、 施 工 コ ス ト も 縮 減 で き る 。 ま た 、 常 時 、 地 震 時 な ど の 想 定 さ れ る 荷 重 状 態 に 対 し て 、 施

工 時 に お い て も 現 況 以 上 の 安 全 性 が 確 保 す る こ と が で き 、 施 工 時 に 大 規 模 地 震 が 発 生 し て

も 、 安 全 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】

　 更 に 、 高 架 道 路 の 交 通 規 制 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き 、 ま た 、 設 置 す る 橋 脚 の 形 状 を

既 設 橋 脚 と 同 形 状 と す る こ と が で き る た め 、 柱 基 部 の 占 用 面 積 を 小 さ く す る こ と が で き 、

路 下 の 施 工 ヤ ー ド を 広 く 確 保 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 に 沿 っ て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １

は 、 主 桁 ３ 及 び 床 版 ４ か ら な る 上 部 構 造 ２ と 、 こ れ を 支 持 す る 橋 脚 ５ か ら な る 道 路 橋 １ の

構 成 例 を 示 す 図 で あ り 、 図 ２ ～ ４ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 「 橋 脚 の 建 て 替 え 方

法 」 を 、 図 １ の 道 路 橋 １ に 適 用 し た 場 合 に お け る 説 明 図 で あ る 。 尚 、 上 部 構 造 ２ は 、 図 １

～ ４ に お い て は 、 説 明 の 便 宜 上 、 一 部 （ 各 図 中 右 手 前 側 ） が 省 略 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 実 施 形 態 に 係 る 方 法 に よ っ て 橋 脚 ５ （ 既 存 の 橋 脚 ） を 新 し い も の に 建 て 替 え る 場 合 、

上 部 構 造 ２ を 支 持 す る た め の 仮 設 ベ ン ト を 構 築 す る 必 要 は な く 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 既 存

の 橋 脚 ５ に 隣 接 し た 位 置 、 よ り 詳 細 に は 、 橋 軸 方 向 （ 道 路 橋 １ の 長 手 方 向 ） 側 へ 隣 接 し た

位 置 に 、 新 規 橋 脚 の 脚 柱 ６ ａ を 設 置 す る 。 更 に 、 一 方 側 の み な ら ず 、 既 存 の 橋 脚 ５ を 挟 ん

で そ の 反 対 側 に も 、 新 規 橋 脚 の 脚 柱 ６ ｂ を 設 置 す る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 既

存 の 橋 脚 ５ を 中 心 と し て 、 こ れ を 挟 み 込 む よ う に 、 橋 軸 方 向 両 側 に 、 新 規 橋 脚 の 脚 柱 ６ ａ

， ６ ｂ を そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 設 置 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 そ し て 、 図 ３ 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 各 脚 柱 ６ ａ ， ６ ｂ の 上 方 へ 、 下 層 梁 ７ ａ 、 側 柱 ８ ａ

， ８ ｂ ， ８ ｃ 、 上 層 梁 ９ ａ ， ９ ｂ を 設 置 す る 。 こ の よ う に し て 、 既 存 の 橋 脚 ５ を 挟 み 込 む

よ う に 、 橋 軸 方 向 両 側 に 、 新 規 橋 脚 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ を 設 置 し た ら 、 上 層 梁 ９ ａ ， ９ ｂ 、 及

び 、 下 層 梁 ７ ａ の 上 面 に 支 承 を 設 置 し 、 そ れ ら の 支 承 を 介 し て 、 上 部 構 造 ２ が 新 規 橋 脚 １

０ ａ ， １ ０ ｂ に よ っ て 支 持 さ れ る 状 態 と す る 。 そ し て 最 後 に 、 既 存 の 橋 脚 ５ を 撤 去 す る 。

新 規 橋 脚 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ と 支 承 は 、 永 久 構 造 物 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 尚 、 新 規 橋 脚 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 基 礎 は 、 既 存 の 橋 脚 ５ の 基 礎 を 利 用 す る 。 但 し 、 耐 力 が

不 足 し て い る 場 合 に は 、 基 礎 を 適 宜 増 設 す る 。 ま た 、 既 存 の 橋 脚 ５ の 上 層 梁 を 撤 去 す る 場

合 、 そ の 両 側 の 新 規 橋 脚 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ の 上 層 梁 ９ ａ ， ９ ｂ を 利 用 し て 引 き 出 す こ と に よ

り 、 作 業 を 容 易 に 、 安 全 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 図 １ に 示 し た よ う な 道 路 橋 １ （ 上 下 二 段 に 構 成 さ れ た 上 部

構 造 と 、 そ れ ら の い ず れ を も 支 持 で き る よ う に 、 梁 が 二 段 構 成 と な っ て い る ラ ケ ッ ト 型 の

橋 脚 と か ら な る 道 路 橋 ） に 対 し て 本 発 明 に 係 る 方 法 を 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、

こ の よ う な 構 造 の 道 路 橋 の み な ら ず 、 上 部 構 造 及 び 梁 が い ず れ も 一 段 の 道 路 橋 、 鉄 道 橋 等

を は じ め と し て 、 あ ら ゆ る 構 造 の 橋 梁 に 対 し て 適 用 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 上 部 構 造 ２ （ 主 桁 ３ 及 び 床 版 ４ ） と 、 こ れ を 支 持 す る 橋 脚 ５ か ら な る 道 路 橋 １ の

構 成 例 を 示 す 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 「 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 」 を 、 図 １ の 道 路 橋 １ に 適

用 し た 場 合 に お け る 説 明 図 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 「 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 」 を 、 図 １ の 道 路 橋 １ に 適

用 し た 場 合 に お け る 説 明 図 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 「 橋 脚 の 建 て 替 え 方 法 」 を 、 図 １ の 道 路 橋 １ に 適

用 し た 場 合 に お け る 説 明 図 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

１ ： 道 路 橋 、
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２ ： 上 部 構 造 、

３ ： 主 桁 、

４ ： 床 版 、

５ ： 既 存 の 橋 脚 、

６ ａ ， ６ ｂ ： 脚 柱 、

７ ａ ： 下 層 梁 、

８ ａ ， ８ ｂ ， ８ ｃ ： 側 柱 、

９ ａ ， ９ ｂ ： 上 層 梁 、

１ ０ ａ ， １ ０ ｂ ： 新 規 橋 脚 、

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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